
業主権Ill署長宵における環境調携と；モデリング

幼稚同教育を小学技教育および中学校教育］：類比するとヲ特徴むひとりに学習者（Le.幼兜）の

自発性が考察できる。現行の幼稚園訟育要嗣（文部科学省内 2008）はラ幼児の白発的な活動として

の瞳びがう心身の調和のとれた発達の基礎を培う重要（t崇習ヤある土とを芳慮してヲ遊がを通じて

の指曹を中，t＞ιとしで，健康，人間関係7 環境，言葉，表現の 5領f芥でま 1おめら九たねらいが総合的

に注成されるようにすることを基本としている。学習者の自発注はー小学性教育および中学校教育

においても配慮されるがヲ幼稚園教育においては自括的な遊びを通しての指導左中むとする点

いて特徴と言える。

幼児の白発的な活動としての遊びを通した教育を展開する際，環境誌成が豆要となる。；控びィ刀

フィールドは，保育室，遊戯室今国庭，場合によっては廊下など広範にえぶ。またρj誌がの

はラ構成遊び，ごっこ遊び，昆虫民集など多様となる。保育者はヲ幼児の遊びが：幼稚園教育要需ω
ねらいを達成する活動となるよう，幼児の感情，認知J 行動を考察しヲ計画的に環靖構成を行う。

島根大学教育学部肝j属幼稚園が展開する「自分でみ勺けた遊び」はヲ幼児の自発牲がより高い保

青であり，保育者は環境構成をより重視する。「自分でみつけた遊び」は，遊びの内容ヲ場所9

びに必要i;t物等を幼児が選者三しヲひとりもしくは仲間と共に自発的に異聞する自発牲の高い遊びで

ある。島根大学教古学部附属幼稚園は？「自分でみつけた遊び」右通しτー幼児の表現や去出をイJi!:

活動や生活を創造する）］を璃うこ左ができると考える（島根大字教育学部附属幼稚i覇ラ 2012）。

保有者はヲ保育開始前の端境構成に加えてラ遊びの展開の考察に基づいて，環境構成を改善する環

境の再桔成を行う。

J［＇）理学には，モデリング（ modeling）という，モデルの行動を観察することで行動を留特ーする

［見象を説明する概念がある（e.g.. Bandura, 1971, 197／）。モー、り ：／グは，条件付け（conditioning)

などの他の学吾と比較して，経験や強化（reinforcement）を必要としない点に特徴がある。モデ

リングは，観察によって行動争；吉i得するととかちぅ組察学習（observationallearning) tも呼ば

れる。幼椎園教育に限らない一般的な教育的さで脈において，示どもは保育者や教師の婆を昆ア学ぶ

と言及される時ヲモデリング研究の知見が主盤のひとつとなっでいる。

「自分でみつけた遊び」を展｜到する軒育者の姿はヲモデルとして幼児の学習資源にもなる。環境

構成および環境の再構成はう幼児必感情，認。矢口p 行動の考察や遊（Jめ展開0）考察主要する。考案

し工夫を凝らし？保育を展開する保菅者の菩は，島根大学教育学部附属学校Eの研罪テーマ「学

び続ける子Eもむ育成一一一ノ人一人が間い云持ちι求する若手を巨指して一一」が指摘する「問いを

持ち追求するー姿」そのも心である。鳥根大空t扶育宇都附属幼稚園はう保育者がモデルとして「問い

を持ち追求す5姿」争体現しながら保育研究老展開していると言える。

（共同研究者：人間生活摂境教育講座う淡野 将太〉

［参考文献等］

Bandura‘A. (Ed.). (1971）也 Psychologicaltわdeling,COiザルυ1gTheories. Aldine-Atberton. 
BanduraぅA.(1917）倫 SocialLeaming Th，リ η。Prentice1 ff1lL 
文部科学ノ芦（2008）.幼稚園教育要領 教育出版

島根大役教育南部附属幼稚園（201心。教育謀程201乙 未i廿行

円。
1ょ


